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CSVファイルを文字列書式としてエクセルで開く方法①
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まずは正しい数値で出力したいＣＳＶファイルを保存します

保存する際、▼ボタンをクリックし、「名前を付けて保存」をクリッ
クすると、任意の場所に保存ができますので、デスクトップなど分
かりやすい所に保存します。

※データ保存時の注意事項※
データ保存前にファイルを1度でも開いてしまうと、数値を正しく変換する事ができません。
ＣＳＶファイルは開かずに保存して頂く必要があります。
また、クローム、ＩＥは通常通り変換できましたが、Microsoft Edge（エッジ）はファイルの読み込みができません。
ご案内の際はＩＥ，クロームで操作をしてください。

各種情報出力で帳票を印刷すると、図の様に数値が正しく表示されない場合があります。

正しい数値で出力されていない

スペースを広げると正しい数値になることもありますが、
広げても正しい数値が表示されない場合はエクセルで正し
く開くために設定が必要になります。

▼設定が必要な場合は下記操作からご案内▼
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■エクセル2016以降はエクセルの設定を先に行ってください

エクセル2016以降は下記設定を行ってから通常の変換作業をお願いします。

エクセルを開きます

④”レガシデータインポートウイザードの表示”の中の
“テキストから(レガシ)”にチェックをつけます

③データ をクリックします

▼設定は以上ですので、次ページから実際の変換方法を確認してみましょう。

CSVファイルを文字列書式としてエクセルで開く方法②

①ファイルを選択します

①

②

③

④

②オプションを選択します
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CSVファイルを文字列書式としてエクセルで開く方法③

エクセルを起動します（すでに開いている場合には、そのまま操作を行います）

①データタブをクリックします

③従来のウィザードの中の「テキストから（レガシ）（Ｉ ）」
からファイルを読み込んでいきます

②「データの取得」アイコンをクリックします

④ＰＣに保存したＣＳＶファイルを選択し、
「インポート」をクリックします

⑤ 「カンマやタブなどの区切り文字によって
フィールドごとに区切られたデータ」を選択します

⑥ 「次へ」をクリックします

⑦ 「カンマ」を選択します

⑧ 「次へ」をクリックします

①

③

②

⑥

⑤

④

⑧

⑦
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CSVファイルを文字列書式としてエクセルで開く方法④

⑨「列のデータ形式」で「G/標準」が選択されているのを確認

⑩一番左の列を選択（背景色：黒）した状態から、
スクロールバーを一番右までもっていきます

⑪キーボードの「Shift」を押しながら、一番右の列をクリックします
⑫すべての列が選択され、背景が黒になります

「Shift」を押しながら
ここをクリック

⑪

⑨

⑫

⑩
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CSVファイルを文字列書式としてエクセルで開く方法⑤

正しい数値で出力ができるようになります。

⑬「文字列」を選択します

⑭「完了」をクリックします

⑭

⑬

⑯上記操作が完了すると全ての列が「文字列」書式
としてエクセルにインポートされます

変換後

変換前

⑯

⑮」「OK」をクリックします

⑮
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